
(57)【要約】

【課題】水田等の圃場を区画する畔地に固形状の忌避剤

を埋め込むため、圃場の畔地に溝を作構し、その作溝時

に掘り返された土に忌避剤を混入し、その忌避剤が混入

された土を作構された溝へ埋め戻し、更に、その土が埋

め戻された箇所を整地して畔地表面を復旧させる一連の

作業ができる畔地作溝機を提供すること。

【解決手段】作溝ディスク２により掘削された土は、畔

地５１表面に敷設されていた害獣忌避剤５２と混合され

忌避剤混合土５４が生成される。この忌避剤混合土５４

は、作溝ディスク２の回転により進行方向後側へ掃き出

され、土寄せ部材１３によって作溝された溝５３内へ寄

せ集められ、結果、溝５３が埋め戻される。埋め戻され

た忌避剤混合土５４は、作溝機１を矢印Ｘ方向へ進行さ

せる過程で畔地５１表面で転動する転圧ローラ２により

押圧され、忌避剤混合土５４の盛り上がりが押し潰され

て畔地５１表面がほぼ平坦に整地される。

【選択図】　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 田 等 の 圃 場 の 畔 地 に 作 溝 す る 畔 地 作 溝 機 に お い て 、
複 数 の 歯 が 間 隔 を 隔 て て 外 周 に 突 出 形 成 さ れ た 作 溝 デ ィ ス ク と 、
そ の 作 溝 デ ィ ス ク よ り 幅 広 状 に 形 成 さ れ る 転 圧 ロ ー ラ と 、
そ の 転 圧 ロ ー ラ を 回 転 可 能 に 軸 支 す る と 共 に 、 そ の 転 圧 ロ ー ラ と 前 記 作 溝 デ ィ ス ク と が 平
面 視 同 一 直 線 上 に 配 設 さ れ る よ う に 前 記 作 溝 デ ィ ス ク を 回 転 可 能 に 軸 支 す る フ レ ー ム 部 材
と 、
そ の フ レ ー ム 部 材 に お け る 前 記 作 溝 デ ィ ス ク 及 び 転 圧 ロ ー ラ 間 で あ っ て 、 そ の 作 溝 デ ィ ス
ク 及 び 転 圧 ロ ー ラ と 平 面 視 同 一 直 線 上 に 配 設 さ れ る と 共 に 、 そ の 転 圧 ロ ー ラ 側 か ら 前 記 作
溝 デ ィ ス ク 側 へ と 拡 開 さ れ 、 そ の 拡 開 部 分 の 内 面 間 に 前 記 作 溝 デ ィ ス ク が 遊 挿 さ れ る 土 寄
せ 部 材 と 、
そ の 土 寄 せ 部 材 が 設 け ら れ る 前 記 フ レ ー ム 部 材 に 搭 載 さ れ 、 前 記 作 溝 デ ィ ス ク に お け る 地
中 へ の 埋 入 部 分 が 前 記 土 寄 せ 部 材 側 へ 向 か う よ う に 前 記 作 溝 デ ィ ス ク を 回 転 駆 動 さ せ る 駆
動 装 置 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 畔 地 作 溝 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 フ レ ー ム 部 材 に は 、 前 記 転 圧 ロ ー ラ よ り 前 記 作 溝 デ ィ ス ク の 反 配 設 側 上 方 へ 延 在 さ れ
る ハ ン ド ル 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 駆 動 装 置 は 、 前 記 転 圧 ロ ー ラ の 略 上 方 に 位 置 す る よ う に 前 記 フ レ ー ム 部 材 に 搭 載 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 畔 地 作 溝 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 土 寄 せ 部 材 は 、 前 記 転 圧 ロ ー ラ 側 か ら 前 記 作 溝 デ ィ ス ク 側 へ と 平 面 視 略 Ｖ 字 形 に 拡 開
形 成 さ れ て お り 、
前 記 フ レ ー ム 部 材 は 、 前 記 作 溝 デ ィ ス ク の 一 部 が 埋 入 さ れ た 場 合 、 前 記 転 圧 ロ ー ラ 及 び 前
記 土 寄 せ 部 材 の 下 面 に よ っ て 地 表 面 に 支 持 さ れ る 構 造 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 畔 地 作 溝 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 水 田 等 の 圃 場 を 区 画 す る 畔 地 に 固 形 状 の 忌 避 剤 を 埋
め 込 む た め 、 圃 場 の 畔 地 に 溝 を 作 構 し 、 そ の 作 溝 時 に 掘 り 返 さ れ た 土 に 忌 避 剤 を 混 入 し 、
そ の 忌 避 剤 が 混 入 さ れ た 土 を 作 構 さ れ た 溝 へ 埋 め 戻 し 、 更 に 、 そ の 土 が 埋 め 戻 さ れ た 箇 所
を 整 地 し て 畔 地 表 面 を 復 旧 さ せ る 一 連 の 作 業 に 適 し た 畔 地 作 溝 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 水 田 等 の 圃 場 で 栽 培 さ れ る 作 物 は 、 常 に 、 各 種 の 害 虫 や 害 獣 か ら の 被 害 に
曝 さ れ て お り 、 圃 場 の 作 物 栽 培 で は 害 虫 や 害 獣 の 駆 除 や 忌 避 に 関 す る 対 策 が 種 々 講 じ ら れ
て い る 。 例 え ば 、 モ グ ラ や 野 ネ ズ ミ は 圃 場 で 栽 培 さ れ る 作 物 、 例 え ば 、 水 田 で 栽 培 さ れ る
水 稲 を 食 い 荒 ら す な ど の 被 害 を 起 こ す 一 方 で 、 水 田 を 区 画 す る 畔 地 に 穴 を 開 け る 等 し て 畔
地 を 崩 壊 さ せ る こ と も あ る 。 水 田 の 畔 地 が 崩 壊 し て し ま う と 、 そ の 崩 壊 部 分 か ら 水 田 内 の
貯 留 水 が 外 部 へ 漏 出 す る た め 、 水 田 内 の 水 位 調 整 が で き ず 、 惹 い て は 、 水 稲 の 発 育 状 況 が
悪 化 し て し ま う 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 モ グ ラ や 野 ネ ズ ミ が 畔 地 に 穴 を 開 け て 水 田 内 へ 侵 入 す る こ と を 防 止 す る た め 、 各
種 の 対 策 が 講 じ ら れ て い る が 、 そ の 一 例 と し て 、 忌 避 剤 を 畔 地 に 播 く 場 合 が あ る 。 モ グ ラ
や 野 ネ ズ ミ な ど の 害 獣 に 対 し て 忌 避 効 果 を 有 す る 忌 避 剤 は 多 数 存 在 す る が 、 水 田 な ど の 圃
場 で 使 用 さ れ る 忌 避 剤 に あ っ て は 、 作 物 を 栽 培 す る 関 係 上 、 そ の 毒 性 が 問 題 と な る 。 例 え
ば 、 液 体 状 の 忌 避 剤 は 、 土 へ の 浸 透 速 度 が 速 い た め に 地 中 へ 即 座 に 浸 透 す る 。 こ の た め 、
液 体 状 の 忌 避 剤 は 、 作 業 者 に 過 度 の 負 担 を 課 す こ と な く 忌 避 剤 を 畔 地 の 地 中 へ 散 布 で き る
が 、 そ の 反 面 で 、 忌 避 剤 に よ る 作 物 や 地 下 水 脈 の 汚 染 が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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そ こ で 、 肥 料 や 土 壌 改 良 剤 等 と し て 利 用 さ れ る 固 形 状 の 消 石 灰 を 畔 地 に 埋 め 込 む こ と に よ
り 害 獣 を 駆 除 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 固 形 状 の 消 石 灰 は 、 元 々 肥 料 や 土 壌 改
良 剤 等 と し て 利 用 さ れ る も の で あ る の で 、 作 物 や 地 下 水 脈 の 汚 染 が 軽 減 さ れ る 一 方 、 液 体
状 の 忌 避 剤 に 比 べ て 地 中 へ の 浸 透 速 度 が 遅 い 。 そ の た め 、 忌 避 剤 と し て の 効 能 が 持 続 す る
期 間 も 長 く 、 且 つ 、 短 時 間 に 大 量 の 薬 物 が 作 物 や 地 下 水 脈 へ 浸 透 す る こ と が な く 、 そ の 分
、 薬 物 汚 染 も 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 し か し な が ら 、 固 形 状 の 忌 避 剤 を 使 用 し た 害 獣 駆 除 方 法
で は 、 圃 場 の 畔 地 表 面 に 忌 避 剤 を 散 布 す る だ け で は 、 地 中 を 移 動 す る モ グ ラ や 野 ネ ズ ミ を
駆 除 で き な い た め 、 畔 地 表 面 の 土 を 掘 り 起 こ し て 、 忌 避 剤 を 混 入 し た 後 、 土 を 埋 め 戻 す と
い う 一 連 の 作 業 を 、 作 業 者 自 ら が 手 作 業 で 行 う 必 要 が あ る 。 し か も 、 畔 地 は 隣 接 す る 水 田
同 士 を 区 画 す る も の で あ り 、 水 田 の 外 周 全 体 に 周 設 さ れ る も の で あ る 。 そ の た め 、 水 田 へ
の 害 獣 の 侵 入 を 確 実 に 防 止 す る に は 、 水 田 に 周 設 さ れ る 畔 地 全 体 に 忌 避 剤 を 途 切 れ る こ と
な く 埋 入 さ せ な け れ ば な ら ず 、 こ れ で は 作 業 者 に 過 度 な 負 担 を 強 い て し ま う と い う 問 題 点
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 水 田 等 の 圃 場 を 区 画 す
る 畔 地 に 固 形 状 の 忌 避 剤 を 埋 め 込 む た め 、 圃 場 の 畔 地 に 溝 を 作 構 し 、 そ の 作 溝 時 に 掘 り 返
さ れ た 土 に 忌 避 剤 を 混 入 し 、 そ の 忌 避 剤 が 混 入 さ れ た 土 を 作 構 さ れ た 溝 へ 埋 め 戻 し 、 更 に
、 そ の 土 が 埋 め 戻 さ れ た 箇 所 を 整 地 し て 畔 地 表 面 を 復 旧 さ せ る 一 連 の 作 業 が で き る 畔 地 作
溝 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 は 、
水 田 等 の 圃 場 の 畔 地 に 作 溝 す る も の で あ り 、 複 数 の 歯 が 間 隔 を 隔 て て 外 周 に 突 出 形 成 さ れ
た 作 溝 デ ィ ス ク と 、 そ の 作 溝 デ ィ ス ク よ り 幅 広 状 に 形 成 さ れ る 転 圧 ロ ー ラ と 、 そ の 転 圧 ロ
ー ラ を 回 転 可 能 に 軸 支 す る と 共 に 、 そ の 転 圧 ロ ー ラ と 前 記 作 溝 デ ィ ス ク と が 平 面 視 同 一 直
線 上 に 配 設 さ れ る よ う に 前 記 作 溝 デ ィ ス ク を 回 転 可 能 に 軸 支 す る フ レ ー ム 部 材 と 、 そ の フ
レ ー ム 部 材 に お け る 前 記 作 溝 デ ィ ス ク 及 び 転 圧 ロ ー ラ 間 で あ っ て 、 そ の 作 溝 デ ィ ス ク 及 び
転 圧 ロ ー ラ と 平 面 視 同 一 直 線 上 に 配 設 さ れ る と 共 に 、 そ の 転 圧 ロ ー ラ 側 か ら 前 記 作 溝 デ ィ
ス ク 側 へ と 拡 開 さ れ 、 そ の 拡 開 部 分 の 内 面 間 に 前 記 作 溝 デ ィ ス ク が 遊 挿 さ れ る 土 寄 せ 部 材
と 、 そ の 土 寄 せ 部 材 が 設 け ら れ る 前 記 フ レ ー ム 部 材 に 搭 載 さ れ 、 前 記 作 溝 デ ィ ス ク に お け
る 地 中 へ の 埋 入 部 分 が 前 記 土 寄 せ 部 材 側 へ 向 か う よ う に 前 記 作 溝 デ ィ ス ク を 回 転 駆 動 さ せ
る 駆 動 装 置 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 請 求 項 １ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に よ れ ば 、 水 田 等 の 圃 場 の 畔 地 表 面 に 消 石 灰 な ど の 固 形 状
の 忌 避 剤 が 畔 地 に 沿 っ て ラ イ ン 状 に 敷 設 さ れ 、 そ の 忌 避 剤 の ラ イ ン 上 に 作 溝 デ ィ ス ク が 合
わ せ ら れ る 。 駆 動 装 置 に よ っ て 作 溝 デ ィ ス ク が 回 転 さ れ る と 、 そ の 作 溝 デ ィ ス ク が 畔 地 表
面 へ 埋 入 さ れ 、 こ の 埋 入 に よ り 畔 地 表 面 の 土 が 掘 削 さ れ て 掘 り 起 こ さ れ 、 畔 地 表 面 に 溝 が
形 成 さ れ る 。 こ の 掘 削 に 伴 っ て 、 掘 り 起 こ さ れ た 土 に は 畔 地 表 面 に 敷 設 さ れ て い た 忌 避 剤
が 混 合 さ れ 、 土 に 忌 避 剤 が 混 合 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ こ で 、 駆 動 装 置 に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 作 溝 デ ィ ス ク は 、 地 中 へ 埋 入 さ れ た 部 分 が 土 寄 せ
部 材 側 へ 向 か う よ う に 回 転 さ れ る 。 こ の た め 、 作 溝 デ ィ ス ク が 忌 避 剤 の ラ イ ン に 沿 う よ う
に フ レ ー ム 部 材 を 押 し て 進 行 さ せ た 場 合 、 作 溝 デ ィ ス ク は 、 掘 削 し た 土 を フ レ ー ム 部 材 の
進 行 方 向 後 側 へ 掃 き 出 し て 、 土 寄 せ 部 材 側 へ 衝 突 さ せ る 。 結 果 、 こ の 土 寄 せ 部 材 に 衝 突 し
た 土 や 忌 避 剤 混 合 土 は 、 土 寄 せ 部 材 に よ り 堰 き 止 め ら れ る の で 、 周 囲 に 飛 散 す る こ と な く
、 作 溝 さ れ た 溝 の 両 側 縁 部 に 集 積 さ れ る 。 溝 の 両 側 縁 部 に 集 積 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 は 、 フ
レ ー ム 部 材 の 進 行 に 伴 っ て 、 土 寄 せ 部 材 の 拡 開 部 分 に よ り 作 溝 さ れ た 溝 内 へ 寄 せ 集 め ら れ
て 、 結 果 、 作 構 さ れ た 溝 が 忌 避 剤 混 合 土 に よ り 埋 め 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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埋 め 戻 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 は 、 フ レ ー ム 部 材 を 進 行 さ せ る 過 程 で 、 フ レ ー ム 部 材 の 進 行 に
伴 っ て 畔 地 表 面 で 転 動 す る 転 圧 ロ ー ラ に よ り 押 圧 さ れ る 。 こ の 押 圧 に よ っ て 、 忌 避 剤 混 合
土 の 盛 り 上 が り が 押 し 潰 さ れ て 、 畔 地 表 面 が ほ ぼ 平 坦 に 整 地 さ れ る 。 結 果 、 畔 地 表 面 の 土
中 に 固 形 状 の 忌 避 剤 が 埋 め 込 ま れ る の で 、 モ グ ラ や 野 ネ ズ ミ 等 の 害 獣 が 地 中 を 移 動 し て 圃
場 へ 侵 入 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に お い て 、 前 記 フ レ ー ム 部 材 に
は 、 前 記 転 圧 ロ ー ラ よ り 前 記 作 溝 デ ィ ス ク の 反 配 設 側 上 方 へ 延 在 さ れ る ハ ン ド ル 部 材 が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に お い て 、 前 記 駆 動 装
置 は 、 前 記 転 圧 ロ ー ラ の 略 上 方 に 位 置 す る よ う に 前 記 フ レ ー ム 部 材 に 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 は 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に お い て 、
前 記 土 寄 せ 部 材 は 、 前 記 転 圧 ロ ー ラ 側 か ら 前 記 作 溝 デ ィ ス ク 側 へ と 平 面 視 略 Ｖ 字 形 に 拡 開
形 成 さ れ て お り 、 前 記 フ レ ー ム 部 材 は 、 前 記 作 溝 デ ィ ス ク の 一 部 が 埋 入 さ れ た 場 合 、 前 記
転 圧 ロ ー ラ 及 び 前 記 土 寄 せ 部 材 の 下 面 に よ っ て 地 表 面 に 支 持 さ れ る 構 造 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明
す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 畔 地 作 溝 機 の 一 実 施 例 で あ る 歩 行 型 作 溝 機 （ 以 下 単 に 「 作 溝 機 」
と 称 す ） １ の 側 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 作 溝 機 １ は 、 地 表 面 Ｓ （ 図 中 の ２ 点 鎖 線
） に 作 溝 す る た め の 作 溝 デ ィ ス ク ２ を 備 え て お り 、 こ の 作 溝 デ ィ ス ク ２ は 、 円 形 薄 板 状 に
形 成 さ れ た 基 部 ２ ａ の 外 周 に 複 数 枚 （ 例 え ば １ ０ 枚 ） の 略 台 形 状 の 歯 ２ ｂ が 突 出 形 成 さ れ
た も の で あ る 。 こ の 作 溝 機 １ は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 配 設 側 （ 図 １ 右 側 ） を 進 行 方 向 前 側 と
し 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の 配 設 側 （ 図 １ 左 側 ） を 進 行 方 向 後 側 と し て 、 図 １ 中 の 矢 印 Ｘ 方 向 へ
進 行 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 側 面 図 で あ る 。 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 複 数 の 歯 ２ ｂ は 、 基 部 ２ ａ の
外 周 に 略 等 し い 円 弧 ピ ッ チ （ 間 隔 ） Ｐ で 周 設 さ れ 、 又 、 基 部 ２ ａ の 法 線 方 向 へ 歯 丈 ｈ だ け
突 出 さ れ て い る 。 こ こ で 、 各 歯 ２ ｂ の 円 弧 ピ ッ チ Ｐ は 歯 ２ ｂ の 歯 底 円 弧 歯 厚 ｔ の 略 ３ 倍 と
さ れ （ Ｐ ≒ ３ ｔ ） 、 且 つ 、 各 歯 ２ ｂ ， ２ ｂ 間 の 間 隔 Ｗ が 歯 底 円 弧 歯 厚 ｔ 以 上 の 長 さ と さ れ
て い る （ Ｗ ＞ ｔ ） 。 こ の よ う に 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 各 歯 ２ ｂ ， ２ ｂ 間 の 間 隔 Ｗ が 大 き く 開 け
ら れ て い る の で 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 歯 ２ ｂ ， ２ ｂ 間 に 土 が 目 詰 ま り す る こ と を 防 止 で き る
。 し か も 、 各 歯 ２ ｂ ， ２ ｂ 間 の 間 隔 Ｗ を 大 き く 開 け る こ と に よ っ て 、 で 作 溝 デ ィ ス ク ２ の
回 転 に よ り 掘 削 さ れ た 土 を よ く 攪 拌 さ せ る こ と が で き 、 か か る 攪 拌 作 用 に よ り 害 獣 忌 避 剤
５ ２ （ 図 ５ 参 照 ） を 掘 削 土 中 へ 満 遍 な く 拡 散 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ に お け る 各 歯 ２ ｂ の 歯 丈 ｈ は 、 基 部 ２ ａ の 外 径 ｄ の 略 １ ／ １ ２ 倍 と
さ れ て い る （ ｈ ≒ ｄ × １ ／ １ ２ ） 。 こ の よ う に 各 歯 ２ ｂ の 歯 丈 ｈ を よ り 大 き く す る こ と で
、 作 溝 デ ィ ス ク ２ に よ る 土 の 掘 削 お よ び 攪 拌 作 用 を 更 に 促 進 さ せ る こ と が で き る 。 一 方 、
作 溝 デ ィ ス ク ２ の 基 部 ２ ａ 中 央 に は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 回 転 軸 ２ ｅ （ 図 ４ （ ａ ） 参 照 ） が
軸 装 さ れ る 円 形 状 の 軸 穴 ２ ｃ が 穿 設 さ れ て お り 、 こ の 軸 穴 ２ ｃ の 周 囲 に は 、 基 部 ２ ａ に 回
転 軸 ２ ｅ を 締 結 す る た め の ボ ル ト を 挿 通 可 能 な ボ ル ト 孔 ２ ｄ が 略 等 角 間 隔 で 合 計 ６ 箇 所 に
穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に 戻 っ て 説 明 す る 。 伝 達 ギ ア 装 置 ３ は 、 そ の 原 動 軸 の 回 転 を 従 動 軸 へ 伝 達 す る ベ ベ ル
ギ ア （ か さ ば 歯 車 ） 機 構 を 内 部 に 備 え て お り 、 か か る ベ ベ ル ギ ア 機 構 の 従 動 軸 に 作 溝 デ ィ
ス ク ２ の 回 転 軸 ２ ｅ （ 図 ４ （ ａ ） 参 照 ） が 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 伝 達 ギ ア 装 置 ３ に は メ
イ ン フ レ ー ム ４ の 一 端 が 取 着 さ れ て お り 、 結 果 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ は 伝 達 ギ ア 装 置 ３ 及 び 回
転 軸 ２ ｅ を 介 し て メ イ ン フ レ ー ム ４ に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。 一 方 、 メ イ ン フ レ ー ム

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-113121 A 2004.4.15



４ の 他 端 に は ク ラ ッ チ ボ ッ ク ス ５ を 介 し て 燃 料 タ ン ク ７ を 搭 載 し た 原 動 機 ６ が 取 着 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 、 メ イ ン フ レ ー ム ４ の 内 部 構 造 を 示 し た 図 で あ る 。 メ イ ン フ レ ー ム ４ は 、 作 溝 機 １
の 各 部 材 を 支 持 す る 円 筒 状 の 骨 材 で あ っ て 、 そ の 内 部 に 駆 動 軸 ８ が 内 装 さ れ て い る 。 こ の
駆 動 軸 ８ は 、 そ の 一 端 が 伝 達 ギ ア 装 置 ３ の 原 動 軸 と 連 結 さ れ る 一 方 、 そ の 他 端 が ク ラ ッ チ
ボ ッ ク ス ５ を 介 し て 原 動 機 ６ と 連 結 さ れ て い る 。 原 動 機 ６ の 回 転 力 が ク ラ ッ チ ボ ッ ク ス ５
を 介 し て 駆 動 軸 ８ へ 伝 達 さ れ る と 、 こ の 駆 動 軸 ８ の 回 転 が 伝 達 ギ ア 装 置 ３ を 介 し て 回 転 軸
２ ｅ へ 伝 達 さ れ て 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ が 図 １ 中 の 反 時 計 方 向 （ 矢 印 Ｒ 方 向 ） へ 回 転 さ れ る の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 戻 っ て 説 明 す る 。 メ イ ン フ レ ー ム ４ は 、 そ の 軸 方 向 中 央 よ り 原 動 機 ６ 側 に サ ブ フ レ
ー ム ９ の 上 端 が 固 着 さ れ て い る 。 サ ブ フ レ ー ム ９ は 、 メ イ ン フ レ ー ム ４ か ら 進 行 方 向 後 側
下 方 （ 図 １ 右 斜 め 下 方 向 ） へ 延 在 さ れ て お り 、 そ の 下 端 部 に 略 台 形 板 状 の 連 結 板 １ ０ が ボ
ル ト 締 め に よ り 連 結 さ れ て い る 。 連 結 板 １ ０ は 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ を サ ブ
フ レ ー ム ９ に 連 結 す る も の で あ り 、 そ の 連 結 板 １ ０ の 基 端 部 （ 図 １ 右 側 ） で あ っ て サ ブ フ
レ ー ム ９ の 締 結 部 分 近 傍 に は 、 ロ ー ラ フ レ ー ム １ １ の ス テ ー １ １ ａ の 先 端 が ボ ル ト 締 め に
よ り 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ロ ー ラ フ レ ー ム １ １ は 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の 機 軸 １ ２ ａ を 支 持 す る も の で あ り 、 こ の 機 軸 １
２ ａ に よ り 転 圧 ロ ー ラ １ ２ は ロ ー ラ フ レ ー ム １ １ に 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。 ま た 、 転
圧 ロ ー ラ １ ２ の 上 方 に は 、 上 記 し た ス テ ー １ １ ａ の 基 端 部 が ロ ー ラ フ レ ー ム １ １ に 固 着 さ
れ て い る 。 転 圧 ロ ー ラ １ ２ は 、 土 寄 せ 部 材 １ ３ に よ り 寄 せ 集 め ら れ た 土 の 上 を 転 動 す る こ
と に よ り 押 圧 し て 固 め る も の で あ り 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ 及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ よ り 作 溝 機 １ の
進 行 方 向 後 側 （ 図 １ 右 側 ） に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 方 、 連 結 板 １ ０ の 先 端 部 （ 図 １ 左 側 ） に は 土 寄 せ 部 材 １ ３ が ボ ル ト 締 め に よ り 連 結 さ れ
て い る 。 土 寄 せ 部 材 １ ３ は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ に よ り 掘 削 さ れ た 土 を 埋 め 戻 す た め の 部 材 で
あ り 、 か か る 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 下 端 面 は 略 平 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。 し か も 、 作 溝 デ ィ ス
ク ２ が 地 中 へ 埋 入 さ れ た 場 合 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 下 端 面 が 面 一 と な っ
て 地 表 面 Ｓ （ 図 １ の ２ 点 鎖 線 ） に 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 土 寄 せ 部 材 １ ３ の
更 な る 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 下 端 面 が 地 表 面 Ｓ と 接 し た 状 態 に お い て 、 そ
の 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の 略 上 方 に は メ イ ン フ レ ー ム ４ に 取 着 さ れ た 原 動 機 ６ が 位 置 す る よ う に
さ れ て い る 。 作 溝 機 １ の 構 成 部 品 の 内 で 重 量 物 で あ る 原 動 機 ６ が 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の 略 上 方
に 位 置 す る の で 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ を 地 表 面 Ｓ に 強 く 押 し 付 け る こ と が で き る 。 よ っ て 、 土
寄 せ 部 材 １ ３ に よ り 埋 め 戻 さ れ た 土 を よ り 頑 丈 に 押 し 固 め る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 メ イ ン フ レ ー ム ４ 及 び サ ブ フ レ ー ム ９ 間 に は 、 そ の 各 フ レ ー ム ４ ， ９ に 両 端 が 固 着
さ れ た 補 強 フ レ ー ム １ １ が 設 け ら れ て い る 。 よ っ て 、 サ ブ フ レ ー ム ９ に 加 わ る 荷 重 負 荷 、
具 体 的 に は 原 動 機 ６ の 荷 重 負 荷 が 補 強 フ レ ー ム １ １ に も 分 散 さ れ る の で 、 フ レ ー ム ４ ， ９
の 固 着 部 分 へ の 過 度 の 応 力 集 中 を 抑 制 し て 、 過 負 荷 に よ る フ レ ー ム ４ ， ９ の 固 着 部 分 の 破
損 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 メ イ ン フ レ ー ム ４ の 軸 方 向 中 央 よ り ク ラ ッ チ ボ ッ ク ス ５ 側 の 部 分 に は 取 付 具 １ ５ を
介 し て ハ ン ド ル １ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル １ ６ は 、 使 用 者 が 作 溝 機 １ を 押 し 動
か す た め に 利 用 さ れ る 部 材 で あ り 、 メ イ ン フ レ ー ム ４ か ら 原 動 機 ６ 及 び 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の
上 方 を 超 え て 更 に 進 行 方 向 後 側 上 方 （ 図 １ の 右 斜 め 上 方 向 ） 、 即 ち 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 反
配 設 側 上 方 へ 延 在 さ れ て い る 。 こ の ハ ン ド ル １ ６ の 延 在 部 分 の 先 端 側 は 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２
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及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 下 端 面 が 地 表 面 Ｓ と 接 し た 状 態 に お い て 地 表 面 Ｓ と 略 平 行 と な る よ
う に 略 く 字 形 に 屈 曲 さ れ 、 そ の 屈 曲 部 分 の 先 端 が 作 業 者 の 手 で 握 持 （ 把 持 ） さ れ る 握 持 部
１ ６ ａ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 の 通 り 、 ハ ン ド ル １ ６ は 、 メ イ ン フ レ ー ム ４ か ら 原 動 機 ６ 及 び 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の 上 方
を 超 え て 更 に 進 行 方 向 後 側 上 方 へ 延 在 さ れ る の で 、 ハ ン ド ル １ ６ の 握 持 部 １ ６ ａ を 握 持 す
る 作 業 者 の 足 元 を 転 圧 ロ ー ラ １ ２ よ り 進 行 方 向 後 側 に 位 置 さ せ る こ と が で き る （ 図 ６ 参 照
） 。 よ っ て 、 ハ ン ド ル １ ６ を 把 持 し て 作 溝 機 １ を 押 し 動 か す 際 に 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ が 作 業
者 の 足 元 で 蹴 り 上 げ ら れ た り 、 或 い は 、 作 業 者 が 転 圧 ロ ー ラ １ ２ に 躓 く 等 の 不 具 合 を 防 止
で き 、 更 に 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ に よ り 押 圧 さ れ た 箇 所 を 作 業 者 の 足 元 で 更 に 踏 み 固 め る こ と
も で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ （ ａ ） は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 配 設 状 態 を 示 し た
平 面 図 で あ り 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 図 ４ （ ａ ） の 土 寄 せ 部 材 １ ３ を 矢 印 Ｂ 方 向 か ら 見 た 図 、 即
ち 、 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 正 面 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 中 央 部
分 に は 図 １ に 示 す 伝 達 ギ ア 装 置 と 連 結 さ れ る 回 転 軸 ２ ｅ が 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 幅 Ｗ １ 方 向 へ
貫 通 し て お り 、 か か る 回 転 軸 ２ ｅ は ボ ル ト 孔 ２ ｄ に 挿 通 さ れ る ボ ル ト ナ ッ ト を 介 し て 軸 穴
２ ｃ に 軸 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
一 方 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の 幅 Ｗ ２ は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 幅 Ｗ １ に 比 べ て 幅 広 と さ れ て お り 、
作 溝 デ ィ ス ク ２ に よ り 作 溝 さ れ る 溝 の 幅 よ り 大 き く な る よ う に さ れ て い る 。 よ っ て 、 作 溝
さ れ た 溝 に 埋 め 戻 さ れ た 土 を 転 圧 ロ ー ラ １ ２ に よ り 押 圧 す る 場 合 、 そ の 埋 め 戻 さ れ た 土 を
余 す こ と な く 転 圧 ロ ー ラ １ ２ に よ り 押 し 固 め る こ と が で き る 。 ま た 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ 、 転
圧 ロ ー ラ １ ２ 及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ は 、 中 心 線 Ｌ 上 に 順 に 配 設 さ れ て お り 、 そ の 作 溝 デ ィ ス
ク ２ を 前 輪 と す る と 共 に 転 圧 ロ ー ラ １ ２ を 後 輪 と し た 二 輪 車 状 の 形 態 と さ れ て い る 。 結 果
、 本 実 施 例 の 作 溝 機 １ は 、 そ の 全 幅 を 小 さ く す る こ と が で き る の で 、 大 型 機 器 の 乗 り 入 れ
が 困 難 な 幅 の 狭 い 畔 地 ５ １ へ も 容 易 に 乗 り 上 が る こ と が で き 、 且 つ 、 幅 狭 な 畔 地 ５ １ 上 か
ら 脱 落 す る こ と な く 円 滑 な 作 業 を 行 う こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
土 寄 せ 部 材 １ ３ は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ 及 び 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 間 に 配 設 さ れ て お り 、 中 心 線 Ｌ に
対 し て 線 対 称 に 配 設 さ れ る 一 対 の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ を 備 え て い る 。 土 寄 せ 部 材 １ ３ は 、
か か る 一 対 の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ を 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 側 か ら 作 溝 デ ィ ス ク ２ 側 へ と 平 面 視 略
Ｖ 字 形 に 拡 開 す る よ う に 連 結 板 １ ０ に ボ ル ト 締 め に よ り 繋 ぎ 合 わ せ た も の で あ り 、 そ の 一
対 の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ 間 に は 作 溝 デ ィ ス ク ２ 側 か ら 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 側 へ と 幅 員 が 狭 窄 し
た 間 隙 １ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 間 隙 １ ３ ｂ の 内 面 間 に は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ に お け る 転 圧 ロ ー ラ １ ２
側 の 部 分 が 遊 挿 さ れ て お り 、 か か る 間 隙 １ ３ ｂ 内 で 作 溝 デ ィ ス ク ２ が 回 転 可 能 と さ れ て い
る 。 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ は 略 垂 直 に 立
設 さ れ て お り 互 い に 略 平 行 と な る よ う に 繋 ぎ 合 わ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照 し て 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 作 溝 機 １ の 動 作 及 び 使 用 方 法 に
つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 ５ は 、 作 溝 機 １ の 使 用 場 所 の 一 例 で あ る 水 田 ５ ０ の 図 で あ り
、 図 ６ は 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ が 地 中 へ 埋 入 さ れ た 状 態 に お け る 作 溝 機 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 水 田 ５ ０ ， ５ ０ は 、 互 い に 隣 接 す る も の 同 士 が 各 水 田 ５ ０ の 縁 部 に 沿
っ て 盛 り 土 状 に 延 設 さ れ た 畔 地 ５ １ で 区 画 さ れ て い る 。 顆 粒 状 の 消 石 灰 な ど の 害 獣 忌 避 剤
５ ２ は 、 水 田 ５ ０ の 畔 地 ５ １ の 延 設 方 向 に 沿 っ て 畔 地 ５ １ の 地 表 面 に 直 線 状 （ ラ イ ン 状 ）
に 敷 設 さ れ る 。 害 獣 忌 避 剤 ５ ２ の 敷 設 後 は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 作 溝 機 １ の 中 心 線 Ｌ を 直 線
状 の 害 獣 忌 避 剤 ５ ２ に 一 致 さ せ 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ を 矢 印 Ｘ 方 向 へ 向 け て 、 作 溝 機 １ を 畔 地
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５ １ の 地 表 面 に 設 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
作 溝 機 １ の 設 置 後 、 原 動 機 ６ を 駆 動 さ せ る と 、 原 動 機 ６ の 回 転 力 が ク ラ ッ チ ボ ッ ク ス ５ を
介 し て 駆 動 軸 ８ へ 伝 達 さ れ 、 そ の 駆 動 軸 ８ の 回 転 が 伝 達 ギ ア 装 置 ３ を 介 し て 回 転 軸 ２ ｅ へ
伝 達 さ れ て 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ が 矢 印 Ｒ 方 向 へ 回 転 さ れ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 回 転 す る 作
溝 デ ィ ス ク ２ は 畔 地 ５ １ の 地 中 へ 埋 入 さ れ 、 そ の 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 回 転 に よ り 畔 地 ５ １ の
地 表 面 か ら 土 が 掘 削 さ れ て 、 畦 地 ５ １ 表 面 に 溝 ５ ３ が 作 溝 さ れ る 。 一 方 、 作 溝 デ ィ ス ク ２
に よ る 作 溝 に 伴 っ て 、 掘 削 さ れ た 土 に は 畔 地 ５ １ 表 面 に 敷 設 さ れ て い た 害 獣 忌 避 剤 ５ ２ が
混 合 さ れ 、 土 に 害 獣 忌 避 剤 ５ ２ が 混 合 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 ５ ４ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ こ で 、 回 転 さ れ る 作 溝 デ ィ ス ク ２ は 、 地 中 へ 埋 入 さ れ た 部 分 が 土 寄 せ 部 材 １ ３ 側 へ 向 か
う よ う に 図 ６ の 反 時 計 方 向 （ 矢 印 Ｒ 方 向 ） へ 回 転 さ れ る 。 こ の た め 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ に よ
り 掘 削 さ れ 害 獣 忌 避 剤 ５ ２ が 混 合 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 ５ ４ は 、 進 行 方 向 後 側 （ 反 矢 印 Ｘ 方
向 ） 上 方 へ 巻 き 上 げ ら れ る よ う に 掃 き 出 さ れ 、 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ に 衝
突 さ せ ら れ る 。 結 果 、 こ の 土 寄 せ 部 材 １ ３ に 衝 突 し た 忌 避 剤 混 合 土 ５ ４ は 、 土 寄 せ 部 材 １
３ に よ り 堰 き 止 め ら れ 、 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 間 隙 １ ３ ｂ 外 へ 飛 散 す る こ と な く 、 溝 ５ ３ の 縁
部 に 集 積 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
作 溝 デ ィ ス ク ２ が 地 中 へ 埋 入 し た 後 、 作 業 者 に よ り ハ ン ド ル １ ６ の 握 持 部 １ ６ ａ が 握 持 さ
れ 、 こ の ハ ン ド ル １ ６ が 矢 印 Ｘ 方 向 へ 押 さ れ る と 、 作 溝 機 １ の 矢 印 Ｘ 方 向 へ 向 け た 進 行 が
開 始 さ れ る 。 こ の 作 溝 機 １ の 進 行 に 伴 っ て 、 溝 ５ ３ の 縁 部 に 集 積 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 ５ ４
は 拡 開 さ れ た 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ に よ り 溝 ５ ３ 内 へ 寄 せ 集 め ら れ 、 こ の
忌 避 剤 混 合 土 ５ ４ に よ り 溝 ５ ３ が 埋 め 戻 さ れ る 。 埋 め 戻 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 ５ ４ は 、 作 溝
機 １ を 矢 印 Ｘ 方 向 へ 進 行 さ せ る 過 程 で 畔 地 ５ １ 表 面 で 転 動 す る 転 圧 ロ ー ラ ２ に よ り 押 圧 さ
れ 、 忌 避 剤 混 合 土 ５ ４ の 盛 り 上 が り が 押 し 潰 さ れ て 畔 地 ５ １ 表 面 が ほ ぼ 平 坦 に 整 地 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 の 作 溝 機 １ に よ れ ば 、 作 業 者 は 害 獣 忌 避 剤 ５ ２ を ラ イ ン 状
に 敷 設 し た 畔 地 ５ １ 上 で 作 溝 機 １ を 押 し 動 か す だ け で 、 畔 地 ５ １ の 地 表 面 に 溝 ５ ３ を 作 溝
し 、 そ の 溝 ５ ３ の 中 へ 土 及 び 害 獣 忌 避 剤 ５ ２ を 混 合 し た 忌 避 剤 混 合 土 ５ ４ を 混 入 さ せ 、 更
に 、 畔 地 ５ １ の 溝 ５ ３ を 埋 め 戻 し て 整 地 で き る 。 よ っ て 、 水 田 ５ ０ の 畔 地 ５ １ に 害 獣 忌 避
剤 ５ ２ を 埋 設 す る 際 の 作 業 者 の 労 力 を 軽 減 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ が 地 中 へ 埋 入 さ れ た 場 合 、 転 圧 ロ ー ラ １ ２ 及 び 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 下
端 面 が 面 一 と な っ て 地 表 面 Ｓ （ 図 １ の ２ 点 鎖 線 ） に 接 す る よ う に 構 成 さ れ る の で 、 作 業 者
が ハ ン ド ル １ ６ か ら 手 を 離 し た と し て も 、 作 溝 機 １ が 転 倒 す る こ と が な い 。 よ っ て 、 作 業
者 は 作 溝 機 １ に よ る 作 業 中 に 常 に ハ ン ド ル １ ６ を 持 ち 続 け る 必 要 が な く 、 そ の 分 、 作 業 者
に 加 わ る 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 し か も 、 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ は 、 転 圧 ロ ー
ラ １ ２ 側 か ら 作 溝 デ ィ ス ク ２ 側 へ と 平 面 視 略 Ｖ 字 形 に 拡 開 し た 形 状 と さ れ る の で 、 作 溝 機
１ を よ り 安 定 し た 状 態 で 地 表 面 Ｓ 上 に 支 持 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 図 ７ 及 び 図 ８ を 参 照 し て 、 上 記 実 施 例 の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ （ ａ ） は 、
第 ２ 実 施 例 の 作 溝 機 １ ０ ０ の 側 面 図 で あ り 、 図 ７ （ ｂ ） は 、 作 溝 機 １ ０ ０ の 土 寄 せ 部 材 １
０ １ の 正 面 図 で あ り 、 図 ８ （ ａ ） は 、 第 ２ 実 施 例 の 作 溝 機 １ ０ ０ の 使 用 状 態 を 示 す 側 面 図
で あ る 。 な お 、 図 ７ （ ａ ） 及 び 図 ８ （ ａ ） で は 、 土 寄 せ 部 材 １ ０ １ を 縦 断 面 視 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
第 ２ 実 施 例 の 作 溝 機 １ ０ ０ は 、 上 記 し た 第 １ 実 施 例 の 作 溝 機 １ に 対 し て 、 土 寄 せ 部 材 に 切
欠 部 を 設 け た も の で あ る 。 以 下 、 第 １ 実 施 例 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の
説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 土 寄 せ 部 材 １ ０ １ は 、 作 溝 機 １ ０ ０ の 進 行 方 向 後 部 に 切 欠 部 １
０ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 切 欠 部 １ ０ ２ は 土 寄 せ 部 材 ２ １ の 間 隙 １ ３ ｂ か ら 土 寄 せ 部 材
１ ３ の 進 行 方 向 後 方 へ と 貫 通 さ れ て い る 。 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 切 欠 部 １ ０ ２ は 上 側
か ら 下 側 へ 横 幅 が 漸 増 す る 正 面 視 略 逆 Ｖ 字 形 に 形 成 さ れ て お り 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に
土 寄 せ 部 材 ２ １ に よ り 寄 せ 集 め ら れ た 土 を 山 形 状 の 畝 ５ ５ に 成 形 す る こ と が で き る 。 こ の
切 欠 部 １ ０ ２ の 最 も 下 側 の 横 幅 Ｗ ３ は 転 圧 ロ ー ラ １ ２ の 車 輪 幅 Ｗ ２ と ほ ぼ 等 し く 或 い は 若
干 幅 狭 と さ れ て お り 、 か か る 切 欠 部 ２ １ ａ に よ り 成 形 さ れ た 畝 ５ ５ が 転 圧 ロ ー ラ １ ２ に よ
り 余 す こ と な く 押 圧 さ れ る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ８ （ ｂ ） は 、 第 ３ 実 施 例 の 土 寄 せ 部 材 ２ ０ １ の 正 面 図 で あ る 。 第 ２ 実 施 例 の 土 寄 せ 部 材
２ ０ １ は 、 上 記 し た 第 ２ 実 施 例 の 土 寄 せ 部 材 １ ０ １ の 形 態 を 変 更 し た も の で あ る 。 以 下 、
第 ２ 実 施 例 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み を
説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 土 寄 せ 部 材 ２ ０ １ の 板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ は 、 間 隙 １ ３ ｂ の 幅 員
が 下 端 側 か ら 上 端 側 へ と 狭 窄 す る よ う に 正 面 視 略 八 字 形 に 繋 ぎ 合 わ せ ら れ て い る 。 即 ち 、
板 材 １ ３ ａ ， １ ３ ａ 間 の 間 隙 １ ３ ｂ は 、 下 方 に 比 べ て 上 方 の 方 が 狭 く さ れ て い る 。 こ の よ
う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 作 溝 デ ィ ス ク ２ の 回 転 に よ り 巻 き 上 げ ら れ る 土 が 、 間 隙 １ ３
ｂ の 上 部 か ら 土 寄 せ 部 材 １ ３ の 外 へ 飛 散 し 難 く さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 、 実 施 例 に 基 づ き 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 の 改 良 変 形 が 可 能 で あ る こ と は 容 易 に 推
察 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】 請 求 項 １ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に よ れ ば 、 畔 地 表 面 に 固 形 状 の 忌 避 剤 を ラ イ ン
状 に 敷 設 し て 、 そ の 忌 避 剤 の ラ イ ン に 沿 っ て 畔 地 作 溝 機 の フ レ ー ム 部 材 を 押 し 動 か す だ け
で 、 畔 地 表 面 に 溝 を 作 構 し 、 そ の 作 溝 時 に 掘 り 返 さ れ た 土 に 忌 避 剤 を 混 入 し 、 そ の 忌 避 剤
が 混 入 さ れ た 土 を 作 構 さ れ た 溝 へ 埋 め 戻 し 、 更 に 、 そ の 土 が 埋 め 戻 さ れ た 箇 所 を 整 地 し て
畔 地 表 面 を 復 旧 さ せ る 一 連 の 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 よ っ て 、 固 形 状 の 忌 避 剤 を 埋 め 込
む 一 連 の 作 業 を 作 業 者 が 手 作 業 で 行 う 必 要 が な く 、 そ の 分 、 作 業 者 の 作 業 負 担 を 軽 減 で き
る と い う 効 果 が あ る 。 し か も 、 畔 地 へ 埋 め 込 ま れ た 忌 避 剤 は 埋 め 戻 す 際 に 、 作 溝 デ ィ ス ク
の 回 転 に よ り 土 に 混 ぜ 込 ま れ る の で 、 作 溝 さ れ た 溝 の 深 さ 方 向 に 忌 避 剤 を 満 遍 な く 行 き 渡
ら せ る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 の 奏 す る 効 果 に 加 え 、 フ
レ ー ム 部 材 に は 転 圧 ロ ー ラ よ り 作 溝 デ ィ ス ク の 反 配 設 側 上 方 へ 延 在 さ れ る ハ ン ド ル 部 材 が
設 け ら れ る の で 、 か か る ハ ン ド ル 部 材 を 把 持 す る こ と で フ レ ー ム 部 材 が 畔 地 上 で 押 し 動 か
さ れ る 。 か か る 場 合 、 ハ ン ド ル 部 材 は 転 圧 ロ ー ラ よ り 作 溝 デ ィ ス ク の 反 配 設 側 上 方 、 即 ち
、 フ レ ー ム 部 材 の 進 行 方 向 後 側 上 方 へ 延 在 さ れ る の で 、 ハ ン ド ル 部 材 を 把 持 す る 作 業 者 の
足 元 を 転 圧 ロ ー ラ よ り 進 行 方 向 後 側 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 ハ ン ド ル 部 材 を
把 持 し て フ レ ー ム 部 材 を 押 し 動 か す 際 に 、 転 圧 ロ ー ラ が 作 業 者 の 足 元 で 蹴 り 上 げ ら れ た り
、 或 い は 、 作 業 者 が 転 圧 ロ ー ラ に 躓 く 等 の 不 具 合 を 防 止 で き 、 更 に 、 転 圧 ロ ー ラ に よ り 押
圧 さ れ た 箇 所 を 作 業 者 の 足 元 で 更 に 踏 み 固 め る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 畔 地 作 溝 機 の 奏 す る 効 果 に
加 え 、 フ レ ー ム 部 材 に は 重 量 物 で あ る 駆 動 装 置 が 転 圧 ロ ー ラ の 略 上 方 に 位 置 す る よ う に 搭
載 さ れ る の で 、 か か る 駆 動 装 置 の 重 み に よ り 転 圧 ロ ー ラ に よ る 押 圧 力 を 増 加 で き る と い う
効 果 が あ る 。 よ っ て 、 土 寄 せ 部 材 に よ り 埋 め 戻 さ れ た 忌 避 剤 混 合 土 を よ り 強 く 押 し 固 め る
こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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請 求 項 ４ 記 載 の 畔 地 作 溝 機 に よ れ ば 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 畔 地 作 溝 機 の 奏
す る 効 果 に 加 え 、 作 溝 す る 際 に 作 溝 デ ィ ス ク の 一 部 が 埋 入 さ れ た 場 合 、 フ レ ー ム 部 材 は 転
圧 ロ ー ラ 及 び 土 寄 せ 部 材 の 下 面 に よ っ て 地 表 面 に 支 持 さ れ る 構 造 と さ れ る の で 、 作 業 者 が
フ レ ー ム 部 材 か ら 手 を 離 し た と し て も 、 フ レ ー ム 部 材 が 転 倒 す る こ と が な い 。 よ っ て 、 作
業 者 は 本 発 明 の 作 溝 機 に よ る 作 業 中 に 常 に フ レ ー ム 部 材 を 支 え 続 け る 必 要 が な く 、 そ の 分
、 作 業 者 に 加 わ る 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。 し か も 、 土 寄 せ 部 材 は
転 圧 ロ ー ラ 側 か ら 作 溝 デ ィ ス ク 側 へ と 平 面 視 略 Ｖ 字 形 に 拡 開 し た 形 状 で あ る の で 、 フ レ ー
ム 部 材 を よ り 安 定 し た 状 態 で 地 表 面 上 に 支 持 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 歩 行 型 作 溝 機 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 作 溝 デ ィ ス ク の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 メ イ ン フ レ ー ム の 内 部 構 造 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 、 作 溝 デ ィ ス ク 、 転 圧 ロ ー ラ 及 び 土 寄 せ 部 材 の 配 設 状 態 を 示 し た 平 面 図
で あ り 、 （ ｂ ） は 、 土 寄 せ 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 歩 行 型 作 溝 機 の 使 用 場 所 の 一 例 で あ る 水 田 の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 作 溝 デ ィ ス ク が 地 中 へ 埋 入 さ れ た 状 態 に お け る 歩 行 型 作 溝 機 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 、 第 ２ 実 施 例 の 歩 行 型 作 溝 機 の 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 （ ａ ） 図 示 し
た 歩 行 型 作 溝 機 の 土 寄 せ 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） は 、 第 ２ 実 施 例 の 歩 行 型 作 溝 機 の 使 用 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は
、 第 ３ 実 施 例 の 土 寄 せ 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 歩 行 型 作 溝 機 （ 畔 地 作 溝 機 ）
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 作 溝 デ ィ ス ク
２ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 歯
２ ｅ 　 　 　 　 　 　 　 回 転 軸 （ フ レ ー ム 部 材 の 一 部 、 駆 動 装 置 の 一 部 ）
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 伝 達 ギ ア 装 置 （ フ レ ー ム 部 材 の 一 部 、 駆 動 装 置 の 一 部 ）
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 メ イ ン フ レ ー ム （ フ レ ー ム 部 材 の 一 部 ）
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 ク ラ ッ チ ボ ッ ク ス （ 駆 動 装 置 の 一 部 ）
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 原 動 機 （ 駆 動 装 置 の 一 部 ）
８ 　 　 　 　 　 　 　 　 駆 動 軸 （ 駆 動 装 置 の 一 部 ）
９ 　 　 　 　 　 　 　 　 サ ブ フ レ ー ム （ フ レ ー ム 部 材 の 一 部 ）
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 連 結 板 （ フ レ ー ム 部 材 の 一 部 ）
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 ロ ー ラ フ レ ー ム （ フ レ ー ム 部 材 の 一 部 ）
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 転 圧 ロ ー ラ
１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 土 寄 せ 部 材
１ ３ ａ 　 　 　 　 　 　 間 隙 （ 土 寄 せ 部 材 の 拡 開 部 分 ）
１ ６ 　 　 　 　 　 　 　 ハ ン ド ル （ ハ ン ド ル 部 材 ）
５ ０ 　 　 　 　 　 　 　 水 田 （ 圃 場 の 一 例 ）
５ １ 　 　 　 　 　 　 　 畔 地
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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